
















　この共同研究は、2013 年度と 2014 年度の 2 年間にかけて実施するもので、2013 年度は、計
画通り 6 回の講演会を開催し、学生の延べ参加者数は 437 名であった。














































































６．「グローバル人材とコンテクスト」2013 年 11 月 15 日（金）実施




























７．「大和ハウス株式会社─その海外事業展開─」2013 年 12 月 2 日（月）
　今回の講演は、大和ハウス海外担当執行役員石橋仁様を講師にお招きして、経済成長が著し
い東南アジア諸国（タイ・インドネシア・ベトナム）へ戸建て住宅やインフラ事業に積極的に
進出している大和ハウス工業の戦略について語っていただいた。
　大和ハウス工業は、プレハブ住宅建設で成長を続けてきたが、1990 年以降、経済の低迷や
少子化で成長が鈍化したことから、海外進出に戦略の舵を切っている。当初、中国を模索した
が、住居環境文化の違いもあって中国市場を諦め、経済成長が著しい東南アジア諸国に、ツー
バイフォー方式建築による耐熱・断熱にすぐれた戸建で進出を図っている。
　経済成長による中間層の拡大などもあって、日本式の付加価値の高い省エネ化の戸建への評
価も高く、ベトナムでは工業団地建設というインフラ事業に携わるなど、東南アジア諸国に売
上は順調に拡大している。
　大和ハウスは、元々は戸建建築メーカーだが、経営環境の変化を敏感に感じ取り、環境変化
に対応した成長を目指し、海外進出だけでなく大型ショッピングモールの建設、インフラ事業
（電力の小売りなど）にもビジネスを拡大している。
　講演を聴いた学生からのアンケート結果を見ると、会社の名前からくるイメージと実際の事
業内容とが違うことを理解した学生が多かった。生き残りをかけて従来の事業から全く違う事
業形態に脱皮していく大手企業の実態や日本の産業の変化が理解できたという点で、講演会の
収穫は大きかった。
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